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1.  平成21年3月期第2四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第2四半期 69,575 ― 1,001 ― 1,487 ― △1,854 ―

20年3月期第2四半期 74,676 0.1 2,922 △36.5 3,389 △27.6 771 △65.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第2四半期 △72.13 ―

20年3月期第2四半期 29.39 26.92

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第2四半期 129,119 75,119 57.2 2,883.84
20年3月期 138,316 78,280 55.3 2,971.31

（参考） 自己資本   21年3月期第2四半期  73,918百万円 20年3月期  76,531百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― ― 31.00 31.00
21年3月期 ― ― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ― 30.00 30.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 145,000 △3.8 4,500 △12.3 5,200 △12.6 100 ― 3.00

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、様々な不確定要素が内在しておりますので、実際の業績はこれらの数値と異なる場
合があります。なお、上記予想に関する事項は、添付書類４ページを参照してください。 
・当連結会計年度より、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第2四半期  27,260,800株 20年3月期  27,260,800株

② 期末自己株式数 21年3月期第2四半期  1,628,985株 20年3月期  1,504,002株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第2四半期  25,711,229株 20年3月期第2四半期  26,246,007株



定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

　当期間（平成20年４月～平成20年９月）における日本経済は、景気の基調判断が「このところ弱含んでいる」とな

り、生産、輸出、雇用、企業収益の判断がそれぞれ下方修正されました。米国発の信用不安を背景とする金融市場の

混乱に起因する世界的な景気減速を受け、外需に依存する成長を続けてきた日本経済は、事実上後退局面入りし、特

に企業部門については、輸出、生産の鈍化による下振れリスクが高まっています（政府月例経済報告より）。

　出版業界における当期間の出版物推定販売金額は、前年同期間に比べて、雑誌20.2％減、書籍7.9％減、全体で

15.2％減とマイナス成長が続きました。前年同期間に好調だったケータイ小説、新書の売上の伸びも勢いが鈍り、ま

た、原油高の影響による用紙価格高騰にも見舞われ、全体として厳しい経営環境が続きました（社団法人出版科学研

究所より）。

　映画業界における当期間の映画興行収入概算額は、邦画は「花より男子ファイナル」「崖の上のポニョ」「相棒－

劇場版－」「20世紀少年」等の人気作品の公開により前年同期間比152.0％と好調でしたが、洋画は大作が少なく前

年同期間比64.4％に留まり、全体では前年同期間比98.8％となりました（社団法人日本映画製作者連盟より）。

　映像ソフト業界における平成20年４月から８月までのＤＶＤソフト出荷額は、前年同期間比93.2％となりました

（社団法人日本映像ソフト協会より）。

　このような環境のもと、当社グループは、出版事業、映像事業に、ブロードバンド時代に対応するクロスメディア

事業を加えた「総合メディア企業」を標榜し、グループ会社それぞれが、収益性の高い「オンリーワン企業」となる

ことを目指しています。また、ビジネスドメインごとに事業構造改革を推進し、各事業会社の企業価値の向上を実現

させるために、経営体制を強化しています。

　出版事業セグメントは、多メディア展開の源流となるコンテンツの創出に努めるとともに、収益性向上のため組織

改編を含む諸施策を推進しています。映像事業セグメントは、企画、制作、配給、興行、ＤＶＤ等パッケージ販売、

テレビ等への権利販売と、事業が垂直的に展開するなかで、統合によるスケールメリットとシナジー効果の最大化を

図っています。クロスメディア事業セグメントは、紙媒体とインターネットを組み合わせることで情報発信力を強化

することを目指しています。

　この結果、当期間の連結業績は、売上高695億75百万円（前年同期間比93.2％）、営業利益10億１百万円（前年同

期間比34.3％）、経常利益14億87百万円（前年同期間比43.9％）、四半期純損失18億54百万円（前年同期間は純利益

７億71百万円）となりました。

　各事業セグメントの概況は次のとおりです。

 

　出版事業セグメントは、売上高339億83百万円（前年同期間比96.6％）、セグメント営業利益17億24百万円（前年

同期間比70.5％）となりました。

＜書籍部門＞

　編集企画力及びマーケティング力の強化策が奏功するとともに、当社グループの特性であるメディアミックス作品

が映像、ゲームと連動する形となり、数多くの話題作、ヒット作を生み出しています。

　単行本は、「おそろし　三島屋変調百物語事始」（角川書店（以下「書店」と記す。）　宮部みゆき著）、アニメ

化された人気シリーズ「別冊　図書館戦争Ⅰ　Ⅱ」（アスキー・メディアワークス（以下「ＡＭＷ」と記す。）　有

川浩著）、「ＲＵＲＩＫＯ」（書店　林真理子著）がヒット作となりました。また、全世界で1,000万部を記録した

ベストセラー「ザ・シークレット」（書店　ロンダ・バーン著）がロングセラーを続けた他、「テンペスト　（若夏

の巻　花風の巻）」（書店　池上永一著）、映画化された「グーグーだって猫である（４）」（書店　大島弓子著）

等が、売上を伸ばしました。アニメ関連では、人気シリーズ「Ｆ.Ｓ.Ｓ　ＤＥＳＩＧＮＳ　ＫＡＬＡＭＩＴＹ　ＧＯ

ＤＤＥＲＳ：ＢＯＴＨ」（書店　永野護著）がヒット作となりました。ゲーム攻略本では、「モンスターハンター

ポータブル２ｎｄ　Ｇ　ザ・マスターガイド」（ＡＭＷ）が大ヒット作品になるなど、ゲーム業界の盛況を反映し、

好調を持続しています。ノンフィクションでは、「オデッセイ号航海記　クジラからのメッセージ」（角川学芸出版

　ロジャー・ペイン著）が第54回青少年読書感想文全国コンクール課題図書に選定された他、「野村再生工場」（野

村克也著）「覚悟のすすめ」（金本知憲著）等のヒット作があった「角川Ｏｎｅテーマ21」（書店）をはじめ、「ア

スキー新書」（ＡＭＷ）「角川ＳＳＣ新書」（角川ＳＳコミュニケーションズ）の実用新書シリーズも好評を博しま

した。

　文庫は、前期同様、夏の文庫フェアが好調に推移しました。「さまよう刃」（書店　東野圭吾著）、「ユージニ

ア」（書店　恩田陸著）、映画「ダイブ！！」に連動して「ＤＩＶＥ！！　上・下」（書店　森絵都著）がヒット作

品になりました。他には「ゆめつげ」（書店　畠中恵著）「霧笛荘夜話」（書店　浅田次郎著）「みぞれ」（書店　

重松清著）、人気ケータイ小説「恋空～切ナイ恋物語～スペシャル・バージョン　上・中・下」（ＡＭＷ　美嘉著）、

「空の中」（書店　有川浩著）等が、売上を伸ばしました。また、ライトノベルでは、「ファンタジア文庫創刊20周
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年」（富士見書房）「電撃文庫創刊15周年」（ＡＭＷ）「ファミ通文庫創刊10周年」（エンターブレイン）の各周年

記念フェアが開催され、不動の人気を誇る「涼宮ハルヒ」シリーズ（書店　谷川流著）をはじめ、「彩雲国物語」シ

リーズ（書店　雪乃紗衣著）「灼眼のシャナ」シリーズ（ＡＭＷ　高橋弥七郎著）「狼と香辛料」シリーズ（ＡＭＷ

　支倉凍砂著）「とある魔術の禁書目録」シリーズ（ＡＭＷ　鎌池和馬著）「とらドラ！」シリーズ（ＡＭＷ　竹宮

ゆゆこ著）「狂乱家族日記」シリーズ（エンターブレイン　日日日著）「生徒会」シリーズ（富士見書房　葵せきな

著）等が、メディアミックス効果により好成績を記録し、業界トップシェアを守っています。

　コミックスは、人気シリーズとして多くのファンに支持されている「よつばと！（８）」（ＡＭＷ　あずまきよひ

こ著）「らきすた（６）」（書店　美水かがみ著）「機動戦士ガンダム　THE　ORIGIN（17）」（書店　安彦良和著）

「多重人格探偵サイコ（12）」（書店　田島昭宇著）「灼眼のシャナ（５）」（ＡＭＷ　笹倉綾人著）等が、ヒット

作品となりました。また、「仮面のメイドガイ」（富士見書房　赤衣丸歩郎著）をはじめ、「学園黙示録　ＨＩＧＨ

ＳＣＨＯＯＬ　ＯＦ　ＴＨＥ　ＤＥＡＤ」（富士見書房　佐藤ショウジ著）「とある科学の超電磁砲」（ＡＭＷ　冬

川基著）「エマ」（エンターブレイン　森薫著）「純情ロマンチカ」（書店　中村春菊著）等、テレビアニメシリー

ズを中心としてメディアミックス展開が引き続き好調で、関連出版物・グッズ等への商品展開を拡げています。 

＜雑誌・広告部門＞

　ここ数年来、雑誌ビジネスは厳しい環境が続いていますが、アニメ情報誌「ニュータイプ」（書店）、ゲーム情報

誌「週刊ファミ通」（エンターブレイン）と「電撃PlayStation」（ＡＭＷ）、パソコン情報誌「週刊アスキー」（Ａ

ＭＷ）、生活情報誌「レタスクラブ」（角川ＳＳコミュニケーションズ）、競馬情報誌「サラブレ」（エンターブレ

イン）等、それぞれの分野Ｎｏ.1誌が確固たるブランド力を背景に、堅調に推移しました。

 

　映像事業セグメントは、売上高176億37百万円（前年同期間比84.0％）、セグメント営業損失４億78百万円（前年

同期間は損失２億８百万円）となりました。

　劇場映画は、ドリームワークス作品「カンフー・パンダ」（角川エンタテインメント）、「超劇場版ケロロ軍曹３

　ケロロ対ケロロ天空大決戦であります！」「次郎長三国志」「幸せの１ページ」（いずれも角川映画）を公開し、

人気を博しました。他では、話題作「黒い家」「カンフーくん」「光州５・１８」「ダイブ！！」（いずれも角川映

画）「君のためなら千回でも」（角川映画　角川エンタテインメント）等を公開し、また、毎年話題となる「角川ド

リームチケット2008」を販売いたしました。

　ＤＶＤ販売は、ドリームワークス作品では「ビー・ムービー」「俺たちフィギュアスケーター」（ともに販売角川

エンタテインメント）が、海外作品では「ディスタービア」「マイ・ブルーベリー・ナイツ」（ともに販売角川エン

タテインメント）「ＣＳＩ：ＮＹ２」「マゴリアムおじさんの不思議なおもちゃ屋」（いずれも販売角川映画）等が、

人気テレビシリーズでは「らき☆すた」「純情ロマンチカ」「超劇場版ケロロ軍曹３　ケロロ対ケロロ天空大決戦で

あります！」「フルメタル・パニック！Ｂｌｕ-rａｙ」（いずれも販売角川エンタテインメント）等が、ヒット作品

となりました。

　また、「ＣＳＩ：シリーズ」（角川映画）等の豊富なライブラリーが、テレビセールス及び権利ビジネスにおいて

も、着実に売上を伸ばしました。

　さらに、アメリカのＳＰＪＡ（日本アニメーション振興会）のアワード2008において、「涼宮ハルヒの憂鬱」がＴ

Ｖアニメ部門で、「劇場版時をかける少女」がアニメ映画部門で最優秀賞を受賞し、21部門のうち角川グループで８

部門を獲得するなど、海外マーケットでの認知度も高まっています。

　クロスメディア事業セグメントは、売上高133億７百万円（前年同期間比95.7％）、セグメント営業損失61百万円

（前年同期間は利益６億57百万円）となりました。

　テレビ情報誌「週刊ザテレビジョン」「月刊ザテレビジョン」が堅調に推移し、９月に中部版を創刊した「月刊ザ

ハイビジョン」（いずれも角川ザテレビジョン）は大きく売上を伸ばしました。また、これらテレビ情報誌から展開

する「ｗｅｂザテレビジョン」（角川ザテレビジョン）、都市情報誌「Ｗａｌｋｅｒ」「大人のウォーカー」シリー

ズから展開する「Walker plus」（いずれも角川クロスメディア）等、紙媒体以外の複数メディアへの情報展開によ

り、読者・ユーザーへのリーチ力・リコメンド力を高め、収益の拡大を目指しています。当期間は「尼崎ウォーカー」

「仙台ウォーカー」「湘南鎌倉ウォーカー」（いずれも角川クロスメディア）等の地域密着型ムック展開も堅調に推

移しました。

　コンテンツ配信ビジネスは、「動く！！写真集」（角川ザテレビジョン）「モバイルウォーカー」（角川クロスメ

ディア）「MelodyClip♪」「モバイルファミ通」「ダービースタリオン for DoCoMo」（いずれもエンターブレイン）

等が、順調に売上を伸ばした他、前期にオープンしたケータイ向け動画配信サイト「iムービーゲート」（角川モバ

イル）「ファミ通ゲームチャンネル」（エンターブレイン）、YouTube上に開設した公式チャンネルの「角川アニメ

チャンネル」「ウォーカーチャンネル」（ともに角川デジックス）も好評を博しました。
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　その他事業セグメントは、売上高46億46百万円（前年同期間比101.6％）、セグメント営業利益３億69百万円（前

年同期間比71.0％）となりました。　

　ゲームソフトは、「ダービースタリオンＤＳ」（エンターブレイン）が累計出荷30万本超の大ヒット作品になった

他、「ＰＳ２　咎狗の血　Ｔｒｕｅ　Ｂｌｏｏｄ」「ＰＳ２　Ｄ.Ｃ.Ⅱ.Ｐ.Ｓ～ダ・カーポ２　プラスシチュエー

ション～」（ともに書店）「ニンテンドーＤＳ　狼と香辛料　ボクとホロの一年」（ＡＭＷ）が売上を伸ばしまし

た。 

２．連結財政状態に関する定性的情報

資産は、期首に比べて91億97百万円減少し、1,291億19百万円となりました。仕入債務の支払、法人税等の納付等

により現金及び預金が減少しました。

　負債は、期首に比べて60億36百万円減少し、540億円となりました。支払手形及び買掛金並びに未払法人税等が、

それぞれ減少しました。なお、平成21年６月18日償還期限の「2009年満期円貨建転換社債型新株予約権付社債」につ

いて、表示区分を固定負債から流動負債に振り替えています。

　純資産は、期首に比べて31億60百万円減少し、751億19百万円となりました。四半期純損失の計上、配当金の支払

により利益剰余金が、連結子会社㈱角川・エス・エス・コミュニケーションズ株式の追加取得により少数株主持分が、

それぞれ減少しました。

  自己資本比率は、期首に比べて1.9ポイント上がり、57.2％となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益及び仕入債務が減少し、法人税等支払額も増加

したため、27億11百万円の支出（前年同期間は40億73百万円の収入）となりました。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券及び信託受益権の取得等により、31億37百万円の支出（前年同期

間は120億76百万円の支出）となりました。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、自己株式の取得、配当金の支払等により、13億88百万円の支出（前年同期

間は35億87百万円の支出）となりました。

　為替換算差額を含めて合計71億85百万円の支出となり、現金及び現金同等物の四半期末残高は、219億59百万円と

なりました。

３．連結業績予想に関する定性的情報

当期間の連結業績は、売上、利益の両面で前年同期間実績を下回りました。通期の見通しにつきましても、出版事

業においては引き続き堅調に推移する見込みですが、クロスメディア事業における広告業界全体の縮小傾向、映像事

業における制作・配給作品の計画乖離などにより、平成20年10月16日に通期の業績予想を修正しております。

　第３四半期以降も、グループをあげて、出版事業、映像事業、クロスメディア事業の各分野で事業展開力の拡充を

図り、顧客に満足していただける優良コンテンツの創出と販売に邁進いたします。

　出版事業においては、厳しい市場環境が続く中でも維持してきた高い収益率を引き続きキープし、グループの収益

基盤を支えるべく、各種企画に取り組んでまいります。角川文庫60周年、角川スニーカー文庫20周年、富士見ファン

タジア文庫20周年、電撃文庫15周年、ファミ通文庫10周年といった周年企画はもとより、シェア拡大の余地がある

キッズ向けコンテンツや、メディアミックスの源泉となり海外からも注目度の高いライトノベル、コミックスなどの

「クールジャパンコンテンツ」の開発に引き続き注力してまいります。

　映像事業においては、厳しい市場環境が続いておりますが、シネコン事業の建て直し、企画制作作品の開発力強化、

独自のチェーン展開による受託配給、ＤＶＤの販売力強化などに取り組んでまいります。また、グループの強みであ

る、出版事業との連動による映像制作、アニメ作品を軸としたメディアミックス展開、香港の子会社を中心とした海

外での収益基盤も強化してまいります。

　クロスメディア事業においては、主力となる紙媒体の情報発信力、収益力を強化するとともに、ｗｅｂ2.0時代を

見据えた新規事業のビジネス化を図ってまいります。また、極めて状況が厳しくなっている広告収入についても、紙

媒体のみならずインターネットやモバイルなどの新しいメディアを活用した収益モデルの構築に努め、来るべきデジ

タル流通時代に備えてまいります。

　持株会社である当社は、「グループ全体最適」の実現に向け、グループ内での事業再編の実施、継続的な原価の低

減、間接コストの圧縮に取組み、より一層の収益力向上、利益率向上に努めてまいります。

　以上の施策により、通期の連結業績予想につきましては、売上高1,450億円、営業利益45億円、経常利益52億円、

当期純利益１億円といたします。
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４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

該当事項はありません。

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

①　たな卸資産の実地たな卸の省略

　　四半期連結会計期間末日のたな卸高の算定については、実地たな卸を省略し、前連結会計年度末の実地たな卸

高を基礎として、合理的な方法により算定する方法を主としております。

②　固定資産の減価償却方法

　　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法によっており

ます。

③　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

    法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に

よっております。

　繰延税金資産の回収可能性に関しては、前連結会計年度末の検討において使用した将来の業績予測やタック

ス・プランニングに、前連結会計年度末からの重要な一時差異の変動を加味したものを使用する方法によってお

ります。

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

①　四半期財務諸表に関する会計基準

　  当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　平成19年３月14日）及び

「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号　平成19年３月14日）を適用し

ております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

②　棚卸資産の評価に関する会計基準

　　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、原価法によっておりましたが、第１四半期連結会計

期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに

伴い、原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法）により算定しております。

　　なお、この変更に伴う損益への影響はありません。

③　連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い

　　第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」

（実務対応報告第18号　平成18年５月17日）を適用しております。

　　なお、この変更に伴う損益への影響はありません。

④　リース取引に関する会計基準

　　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によって

おりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号　平成５年６月17日（企業会計審議会第

一部会）、平成19年３月30日改正）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

16号　平成６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改正）が平成20年４月１

日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができることとなったことに伴い、第

１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を早期適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっておりま

す。

  また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期間を

耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

　　この変更に伴う損益への影響は、軽微であります。

　　なお、平成20年３月31日以前に開始する所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

（４）その他

定性的情報における前年同期間比及び前年同期間の金額は、参考として記載しております。
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 21,066 26,914

受取手形及び売掛金 32,244 33,448

有価証券 2,995 3,446

たな卸資産 8,755 9,214

繰延税金資産 1,994 2,183

その他 3,537 2,795

貸倒引当金 △128 △101

流動資産合計 70,466 77,901

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 9,251 9,466

工具、器具及び備品（純額） 1,602 1,676

土地 10,910 10,910

その他（純額） 485 359

有形固定資産合計 22,250 22,413

無形固定資産   

のれん 1,170 1,739

その他 2,443 2,431

無形固定資産合計 3,613 4,171

投資その他の資産   

投資有価証券 20,224 21,114

繰延税金資産 894 911

その他 12,011 12,207

貸倒引当金 △340 △401

投資その他の資産合計 32,789 33,831

固定資産合計 58,653 60,415

資産合計 129,119 138,316



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 19,788 22,325

短期借入金 4,331 4,399

1年内償還予定の社債 11,400 －

未払法人税等 1,912 3,113

賞与引当金 1,334 1,240

返品調整引当金 3,096 3,201

その他 7,492 9,601

流動負債合計 49,355 43,881

固定負債   

社債 － 11,400

長期借入金 1,167 1,353

繰延税金負債 988 803

退職給付引当金 1,784 1,828

その他 705 769

固定負債合計 4,645 16,154

負債合計 54,000 60,036

純資産の部   

株主資本   

資本金 26,330 26,330

資本剰余金 27,704 27,704

利益剰余金 25,360 28,013

自己株式 △5,095 △4,778

株主資本合計 74,300 77,270

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 542 268

土地再評価差額金 △586 △586

為替換算調整勘定 △339 △421

評価・換算差額等合計 △382 △739

少数株主持分 1,201 1,748

純資産合計 75,119 78,280

負債純資産合計 129,119 138,316



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高 69,575

売上原価 52,934

売上総利益 16,641

返品調整引当金戻入額 3,190

返品調整引当金繰入額 3,090

差引売上総利益 16,740

販売費及び一般管理費 15,739

営業利益 1,001

営業外収益  

受取利息 221

受取配当金 118

負ののれん償却額 48

受取保険金 180

古紙売却益 120

その他 55

営業外収益合計 745

営業外費用  

支払利息 56

持分法による投資損失 181

その他 21

営業外費用合計 259

経常利益 1,487

特別利益  

固定資産売却益 0

特別利益合計 0

特別損失  

固定資産売却損 1

固定資産除却損 65

投資有価証券売却損 70

投資有価証券評価損 1,244

訴訟関連損失 57

特別損失合計 1,439

税金等調整前四半期純利益 48

法人税等 1,888

少数株主利益 13

四半期純損失（△） △1,854



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 48

減価償却費 1,071

のれん償却額 524

退職給付引当金の増減額（△は減少） △44

受取利息及び受取配当金 △340

支払利息 56

持分法による投資損益（△は益） 181

投資有価証券評価損益（△は益） 1,244

売上債権の増減額（△は増加） 1,232

たな卸資産の増減額（△は増加） 439

仕入債務の増減額（△は減少） △2,579

その他 △2,055

小計 △219

利息及び配当金の受取額 384

利息の支払額 △45

法人税等の支払額 △2,830

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,711

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の増減額（△は増加） 90

有価証券の取得による支出 △1,998

有価証券の売却及び償還による収入 1,000

有形固定資産の取得による支出 △649

無形固定資産の取得による支出 △486

投資有価証券の取得による支出 △220

投資有価証券の売却による収入 9

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

47

信託受益権の取得による支出 △1,000

その他 69

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,137

財務活動によるキャッシュ・フロー  

自己株式の取得による支出 △317

自己株式の売却による収入 0

配当金の支払額 △798

その他 △272

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,388

現金及び現金同等物に係る換算差額 51

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △7,185

現金及び現金同等物の期首残高 29,144

現金及び現金同等物の四半期末残高 21,959



　当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。

（４）継続企業の前提に関する注記

　該当事項はありません。

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

 
出版事業
（百万円）

映像事業
（百万円）

クロス
メディア事業
（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高

(1）外部顧客に対する売上高 33,983 17,637 13,307 4,646 69,575 － 69,575

(2）セグメント間の内部売上高 533 138 389 1,173 2,234 (2,234)　 －

計 34,517 17,775 13,697 5,819 71,809 (2,234)　 69,575

 営業利益又は営業損失（△） 1,724 △478 △61 369 1,553 (551)　 1,001

　（注）１．事業区分の方法

事業は、製品等の種類、性質及び販売方法の類似性を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要な製品及び役務

(1) 出版事業…書籍、ストーリー系雑誌、生活系雑誌、物流等

(2) 映像事業…映画、ＤＶＤソフト等

(3) クロスメディア事業…情報系雑誌、ウェブサイト、デジタルコンテンツ制作等

(4) その他事業…ゲームソフト、広告代理店、不動産賃貸等

 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　該当事項はありません。
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「参考資料」

前年同四半期に係る財務諸表

（１）中間連結損益計算書

 

前中間連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

区分 金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高  74,676 100.0

Ⅱ　売上原価  55,957 74.9

売上総利益  18,718 25.1

返品調整引当金戻入額  3,182 4.3

返品調整引当金繰入額  3,190 4.3

差引売上総利益  18,710 25.1

Ⅲ　販売費及び一般管理費  15,787 21.2

営業利益  2,922 3.9

Ⅳ　営業外収益    

１．受取利息 277   

２．受取配当金 119   

３．受取保険金 21   

４．古紙売却益 90   

５．その他 35 543 0.7

    

Ⅴ　営業外費用    

１．支払利息 55   

２．持分法による投資損失 5   

３．その他 15 76 0.1

経常利益  3,389 4.5

Ⅵ　特別利益    

１．固定資産売却益 2   

２．投資有価証券売却益 114   

３．関連会社株式売却益 132   

４．訴訟利益 87 335 0.5

Ⅶ　特別損失    

１．固定資産売却損 0   

２．固定資産除却損 12   

３．投資有価証券評価損 443 455 0.6

税金等調整前中間純利益  3,270 4.4

法人税、住民税及び事業税 2,329   

法人税等調整額 121 2,450 3.3

少数株主利益  48 0.1

中間純利益  771 1.0
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（２）中間連結キャッシュ・フロー計算書

 
前中間連結会計期間

（自　平成19年４月１日
 至　平成19年９月30日）

区分 金額（百万円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前中間純利益 3,270

減価償却費 1,069

のれん償却額 1,342

退職給付引当金の増加額 5

受取利息及び受取配当金 △396

支払利息 55

持分法による投資損失 5

投資有価証券評価損 443

売上債権の増加額 △376

たな卸資産の減少額 742

仕入債務の増加額 383

その他 △1,144

小計 5,399

利息及び配当金の受取額 380

利息の支払額 △53

法人税等の支払額 △1,653

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,073

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の純増加額 △3,479

有価証券の取得による支出 △994

有形固定資産の取得による支出 △861

無形固定資産の取得による支出 △424

投資有価証券の取得による支出 △6,526

投資有価証券の売却等による収入 336

保険積立金解約による収入 23

その他 △148

投資活動によるキャッシュ・フロー △12,076

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー  

自己株式の取得による支出 △2,434

自己株式の売却による収入 56

配当金の支払額 △829

その他 △379

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,587

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 △110

Ⅴ 現金及び現金同等物の減少額 △11,701

Ⅵ 現金及び現金同等物期首残高 39,606

Ⅶ 現金及び現金同等物中間期末残高 27,904

  

－ 3 －



（３）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

前中間連結会計期間（自平成19年４月１日　至平成19年９月30日）

 
出版事業
（百万円）

映像事業
（百万円）

クロスメ
ディア事業
（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高

(1）外部顧客に対する売上高 35,193 21,007 13,902 4,572 74,676 － 74,676

(2）セグメント間の内部売上高 465 194 543 1,511 2,714 (2,714) －

計 35,658 21,201 14,446 6,084 77,390 (2,714) 74,676

営業費用 33,214 21,410 13,789 5,563 73,978 (2,224) 71,753

営業利益又は営業損失（△） 2,444 △208 657 520 3,412 (489) 2,922

(注) 各区分に属する主要な製品及び役務

(1) 出版事業…書籍、ストーリー系雑誌、生活系雑誌、物流等

(2) 映像事業…映画、ＤＶＤソフト等

(3) クロスメディア事業…情報系雑誌、ウェブサイト、デジタルコンテンツ制作等

(4) その他事業…ゲームソフト、広告代理店、不動産賃貸等

－ 4 －


	㈱角川グループホールディングス（9477）　平成21年３月期 第２四半期決算短信: ㈱角川グループホールディングス（9477）　平成21年３月期 第２四半期決算短信
	- 1 -: - 1 -
	- 2 -: - 2 -
	- 3 -: - 3 -
	- 4 -: - 4 -
	- 5 -: - 5 -
	- 6 -: - 6 -
	- 7 -: - 7 -
	- 8 -: - 8 -
	- 9 -: - 9 -
	- 10 -: - 10 -
	- 11 -: - 11 -
	- 12 -: - 12 -
	- 13 -: - 13 -


